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研究成果
不完全真菌 Candidatropicalis (C. tropica必)は，ヒトや
動物の体内からも分離され，近縁種の Candidaalbicansと
共に日和見真菌感染症の原因菌としても知られている.
また，アゾール系抗真菌剤に対して，高度の耐性を示す
ために臨床において問題となっている.C. tropiωlisは，， 
グルコースを炭素源とする合成液体培地にエタノールを 
2.5%添加すると高率に問調的に菌糸(偽菌糸)を誘導
することが可能である.酵母型と菌糸型の関のニ形性変
換能力は，病原性に必要であることが示唆されている. 
C.albicansでは，ゲノムプロジ、エクトが完了し， DNA 
マイク口アレイによる遺伝子発現の網羅的な解析が可
能となっている.C. trop仰lisとC.albicansの遺伝子の相
向性は高く，我々が単離した C.tropicalisのMAPキナー
キナーゼと非常に高いMAPのalbicansC.もCtEKlゼ、 
相間性を示した.そこで， C. albicansの DNAマイク口
アレイ解析システムを用いて， C. tropicalisの菌糸形成過
粧において遺伝子発現レベルの変化する遺伝子じつい
て網羅的な調査を行うことを計聞した.C. tropiωlisはc 
d必icansとは異なり，経時的に菌糸形成過程を追跡でき
るため，各過程での遺伝子発現を解析することが可能で
ある.マイクロアレイを用いた遺伝子発現解析には，サ
ンプルからの全 RNA，mRNAの調製， Cy3，Cy5で標識
した cDNA合成，マイクロアレイへの標識した cDNA
へのハイブリダイゼーションとそれに続く洗浄，蛍光シ
グナルの検出，蛍光シグナル強度の数値化，遺伝子発現
量の比較といった一連の実験操作が必要となる.今関
我々は?これら実験操作のマニュアルを完成させた.C. 
t1ψ仰lisにおける酵母型成長と菌糸型成長過程前期の
サンプルから m貯~A を調製し，遺伝子発現解析を行い，
発現に差のあるいくつかの遺伝子について選択した.今
後，これらの遺伝子についてはリアルタイム PCR法に
より詳細な検討を加える予定である.さらに蘭糸型成長
過程前期と後期において遺伝子発現解析を行う計闘であ
る. 
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